
1



2



1976 51 2014 26

3



4



8

5



6



7



8



9



MO
PASMO

MO

19

10



11



12



13



28.9

34.3

29.8

14



15





ヨークベニマル 
御幸ヶ原店 

岡本駅 
オータニ岡本店 
宇都宮病院 等 

根本外科胃腸科 
カワチ薬品石井店 
福島眼科 等 

かましん清原テクノ店 
ミヤ健康クリニック 
清原台整形外科 等 

藤井脳神経外科 

コープ越戸店 
しまむら越戸店 
しみずファミリー 
クリニック 等 

ベルモール 

辰
街
道 

平石地区市民センター 

国立病院機構
宇都宮病院

鬼怒中 

平石北小 

宇都宮東病院

平石中央小

芳賀方面 

芳賀・益子・
真岡方面 

氏家方面 

【凡例】（土地利用） 

 市街化区域 

 コンビニ 

 診療所・クリニック等 

 子育て支援施設 

 介護保険サービス 

 銀行・信金等 

〒 郵便局 

 その他生活利便施設 

 

市街化調整区域の土地利用 

教育をはじめ，防災，交流機能などを担う小学校を中心と

した地域のコミュニティを守っていく必要があります。 

市街化調整区域の土地利用 

行政施設などが集まり，主要な幹線の結節点である地

区市民センター周辺について，生活利便機能の誘導

を図っていく必要があります。 

市街化調整区域の土地利用 

①無秩序に集落等から外に拡がる住宅開発やそれ

による農地の営農環境の悪化が懸念されます。 

②豊かな農業生産基盤など，自然環境を守っていく

必要があります。 

農業振興 

地域の特性を踏まえ，農業振興に取り組む必要が

あります。 

・ＬＲＴや主要な幹線が交差

する新たな交通結節点に

ふさわしい土地利用を図っ

ていく必要があります。

公共交通

①柳田車庫と市中心部を結ぶバスが平出街道や鬼怒通り，柳田街道

などを経由して運行しています。 

②地域内交通「ひらり号」が地区全域をカバーし，午前８時台から

午後６時台まで運行しており，地区内のほか，岡本や御幸が原，

泉が丘など隣接する地区にも目的施設を設定しています。 
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【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計 55 本/平日） 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 
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施設名 

平石地区の現状（土地利用・公共交通） 

〒



 

芳賀・益子・
真岡方面 

鬼怒中 

氏家方面 

国立病院機構 

宇都宮病院 

平出街道 

平石北小 

宇都宮東病院

平石中央小 

ベルモール

平石地区市民センター 

芳賀方面 

【凡例】 

 市街化区域 

 地域拠点の範囲案 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線・停留所案 

 新設バス路線イメージ 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 ＬＲＴルート・停留場 

 交通結節機能（トランジットセンター等）

公共交通 

④「ベルモール」を地域内交通の目的

施設に追加します。 

⑤地域内交通とＬＲＴの乗り継ぎ割引

について検討します。 

公共交通 

①「宇都宮駅 ⇔ 平出街道 ⇔ 芳賀方面」のバスを増便します。

（一部の区間は急行とし，速達性を高めます。） 

②「宇都宮駅 ⇒ 柳田車庫」の深夜バスを運行します。 

③「宇都宮駅 ⇔ 平出街道 ⇔ 辰街道 ⇔東部方面」のバスの通

勤通学時間帯における運行を検討します。 

公共交通 

公共交通 

⑦「宇都宮駅 ⇔ 御幸交番前」のバスを岡本駅ま

で延伸し，駅へのアクセスを向上させます。

⑧「宇都宮駅東口 ⇔ ベルモール ⇔ 岡本駅」

のバスを新設します。 

平石北小学校周辺 

平出トランジットセンター周辺 

地域拠点（平石地区市民センター周辺） 

立地ポテンシャルを生かした新たな土地利
用を検討します。 
(平石地区等との連携を考慮しながら，地域
振興にもつながる検討を行います。) 

農業振興

生産力向上，販売力向上，地域力向

上を基本目標に未来の担い手育成

や収益力の高い農業実現など，農

業振興に取り組んでいます。 

①地域拠点の利便性向上 

【開発許可基準緩和】 

・スーパー，ドラッグストアが立地できるようにします。

②地域拠点への居住誘導 

【地区計画制度の緩和】 

・農用地の保全を図りながら，地区計画制度を活用し 

居住を誘導します。 

地域全体の土地利用 

①営農継続や既存集落のコミュニティを維持 
・地域に縁のある方（分家やＵターンなど）の住宅立地
基準を維持し，既存集落のコミュニティを維持しま
す。 

②営農環境を保全 
・地域に縁のない方（市街化区域等からの移住者）の自
己用住宅立地基準を２年間(※)の経過措置を設け廃
止します。 

※地域拠点や小学校周辺においては，地区計画制度の活用
促進を図りながら，実際の運用状況により廃止します。

小学校を中心としたコミュニティの維持 

【地区計画制度の緩和】 

農用地の保全を図りながら，地区計画制度を

活用し，居住を誘導します。 

⑥車両基地周辺の将来の土地利用の状況に

応じてバスの新設を検討します。 

藤井脳神経外科 

かましん清原テクノ店 
ミヤ健康クリニック 
清原台整形外科 等 

ヨークベニマル
御幸ヶ原店 

根本外科胃腸科 
カワチ薬品石井店 
福島眼科 等 

ＪＲ岡本駅 
オータニ岡本店 
宇都宮病院 等 

コープ越戸店 

しまむら越戸店 

しみずファミリー 
クリニック 等 

下平出平出町
4

8 

3

7 

7

12

6 

 

施設名 

郊外住宅地等居住エリア（居住誘導区域外）

○市街化区域の住宅地としてゆとりある 

居住環境を維持・形成します。 

※ 集合住宅や一定規模以上（3戸以上又は

敷地1,000㎡以上）の住宅開発は法に 

基づく届出が必要です。 

居住誘導区域 

①便利な幹線交通軸（幹線道路など）の

沿線などに居住を維持・誘導します。
②転入のための誘導策を検討します。 

平石地区における将来の取組イメージ（土地利用・公共交通） 



地域特性に応じた『将来に亘って住み慣れた場所で
安心して暮らし続けることのできる地域』を目指す。

平石地区の将来像

・店舗や診療所などの誘導，公共交通の充実により利便性が向上
・利便性向上や宅地整備などにより住民が増え，コミュニティが維持される。

住みやすくなったことで農業後継者が確保され，
営農が継続できる。

平石地区の拠点に店舗等利便施設が増えるとともに，ＬＲＴの整備やバスの充
実など公共交通を利用しやすくすることで，平石地区全体が住みやすくなる。
⇒地域拠点を中心に既存集落等のコミュニティが維持される。

地域内交通で地域を面的にカバーす
るとともに，ベルモールやＬＲＴの停留
場，岡本駅などに接続し，日常の移動
手段を確保する。

地区計画制度が活用され
たことで，子育て世帯など
新たな居住者も増え，
学校行事や地域のイベント
で賑やかになった。

バス路線

ＬＲＴ

地域拠点

自然が豊か
な環境で子育
てできるわ

自然に囲ま
れてのんびり暮
らしたいね

やっぱり
一戸建てに
住みたいね

昔から住み
慣れた家に住
み続けたいね


